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97 式(6.11)の右辺

97 式(6.12)の右辺

109 演習問題6.4（1）

117 表7.6　5行2列目

118 1行目  ラウス数列は　　　　　　となり，  ラウス数列は　　　　　　となり，

131 下から2行目 　　　　 の円上にあること…… 　　　　 　の円上にあること……

131 下から1行目  および位相差は　　となる．  および位相差は　　　となる．

132 図7.19の矢印

132 上から2行目  位相差は　　となり，……  位相差は　　　となり，……

132 上から5行目 　　　　 の円上にあること…… 　　　　　 の円上にあること……

132 図7.20の矢印

133 上から1行目  位相差　　　が得られる．  位相差　　　　が得られる．

133 図7.21  　　　　　　　　の点がない．
　　　　　　　　 の点を追加

 （修正後の図は枠下）．

134 上から2行目 　　　　の最大値を…… 　　　　のゲインの最大値を……

160 上から6行目 式(8.20)の右辺第3項がD制御の...... 式(8.26)の右辺第3項がD制御の......

160 式(8.29)の右辺

171 演習問題3.2（4）解答　式（28） 右辺

189 演習問題6.4（2）解答

191 下から3行目
特性方程式が　　　　　　　　　　の
とき，ラウス配列表は......

特性方程式が　　　　　　　　　　の
とき，係数はすべて存在し，正である
ので第一の条件を満たす．ラウス配列
表は......

191 上から1行目
特性方程式が
のとき，ラウス配列表は......

特性方程式が
のとき，係数はすべて存在し，正であるの
で第一の条件を満たす．ラウス配列表
は......

192 演習問題7.2（2） 解表4　4行3列目

①

『理解しやすい制御工学』 正誤表（初版第1刷）
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